[bookmark: _GoBack]技能評価実施規定（例）

　（目　的）
第１条　この規定は、みよし市技能評価認定要領の規定に基づき〇〇〇〇に従事する技能労働者が有する知識及び技能等を適正に評価するための事項を定める。

（実施主体）
第2条 技能評価は、△△が実施する。

（実施職種）
第3条 技能評価の実施職種は、次のとおりとする。
　　　　〇〇〇〇
〇〇〇〇
　　　　〇〇〇〇

　（等　級）
第4条 技能評価の等級は〇〇級とする。

　（評価基準等）
第5条 技能評価は、学科試験及び実技試験によって行い、その基準は別に定める
「技能評価試験基準」によるものとする。

　（受験資格）
第6条 技能評価を受けることのできる者は、次のいずれかに該当する者とする。
(1) 当該職種に関し〇〇年以上の実務の経験を有する者
(2) 前号に掲げる者と同等以上の技能を有すると認められる者

（技能評価の免除)
第7条 学科試験又は実技試験のいずれかに合格した者は、その同一級の当該試験
の免除を受けることができる。

　（受験手続）
第8条　技能評価を受けようとする者は、次の書類により申込むものとする。
(1) 技能評価受験申込書
(2) 実務経験証明書

　（技能評価の実施）
第9条　技能評価は、毎年1回以上実施するものとし、その実施時期、実施場所、その他技能評価の実施に関し必要な事項は、その都度定めるものとする。

　（技能評価員）
第10条　技能評価を適切に実施するために、技能評価員を置く。
　　　2　技能評価員は、専門の知識及び技能を有する者のうちから△△が委嘱する。
　　　3　技能評価員の任期は〇年とし、再任は妨げない。
　　　4　技能評価員は、次の業務を行うものとする。
　　　　(1)　試験問題の作成
　　　　(2)　試験実施要領の作成
　　　　(3)　合否基準の作成
　　　　(4)　試験の採点

　（補佐員）
第11条　△△は、技能評価を円滑に行うために、補佐員を置くことができる。
　　　2　補佐員は技能評価員を補佐し、学科試験及び実技試験の設備及び管理、その他試験の実施に必要な事項を行う。

　（秘密の保持）
第12条　技能評価及び補佐員は、その職務上知り得た秘密を他に漏らし又は盗用してはならない。

　（合否の決定）
第13条　合否の決定は、△△が学科試験及び実技試験の採点に基づき合否基準により決定する。

　（合格証書の交付等）
第14条　前条により技能評価の合否の決定を受けた者（以下「合格者」という。）には、合格証書を交付する。また、学科試験又は実技試験に合格した者には、その旨書面で通知する。

　（試験の停止及び合格の取消）
第15条　技能評価の受験に関して、次のような不正行為を行った者に対しては、その試験停止又は合格を取消すとともに、すでに交付した合格証書を返還させるものとする。
(1)　試験の実施中に不正行為をしたとき
(2)　試験の問題等秘密事項について、試験関係者より情報の提供を受ける等
不正な手段でそれを入手したとき。
　　(3)　申込書に経験歴等受験資格に関係ある事項を偽って記入し受験したとき。
　　(4)　その他受験に関して不正行為があったとき。

　（その他）
第16条　この規定に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。

　（附　則）
　　１　この規定は、平成　　年　　月　　日から施行する。

